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( 浪速区医師会　会長 )
澤 井 貞 子

令 和 を 迎 え て

経費③医療機器代、全てを払っているわけで、
消費税は 10％となり、働き方改革で人件費も
上がるでは、医療機関の経営はさらに厳しく
なります。12 月には来年度予算編成で診療報
酬改定率が 0.55％（医療本体が 0.47％ + 救急・
働き方改革に 0.08％）と発表されました。日
医の横倉会長によると、ギリギリ及第点だそ
うです。国の財政状況から考えるとそうなの
でしょうが、医療機関にとってこれでは「焼
け石に水！」です。
　もう一つ昨年の大きな話題に、キャッシュ
レスがありました。病院や一部医院では以前
からクレジットカード払いを導入されている
でしょう。ただペイペイ等のプリペイド型は
むしろ少額に便利で簡単、若年者でも使用可
能で、登録者は 2000 万人を超え、今後医療
機関の窓口でもこの波は押し寄せそうです。
手数料は医療機関が被るのか、ポイント還元
制度もあり、医療費の一部である窓口負担に
そぐわないとは思いますが、どう対応すべき
か、喫緊の課題となるでしょう。
　その他医師の働き方改革の推進、医師偏在

（地域偏在、診療科偏在、外来機能偏在）対
策の実行、地域医療構想の実現も目指しては
いるようですが未だ道半ばです。偏在に関し
ては専門医地域枠シーリングに現場が悲鳴を
上げ、地域医療構想では再編統合再検証を要
する全国の公立公的医療機関の病院名が発表
され大騒ぎにもなりました。医療界はまだま
だ混沌としていて前途多難です。

　新年明けましておめでとうございます。
令和も 2 年目となりました。天皇陛下と元号
が変わっただけなのに、なぜか新しい時代が
来た気分がします。昨年のお正月には誰も予
想していなかった元号は「令和」でした。今
年はどんな年になるだろう、令和はどんな時
代になるだろうと皆さま思われていることで
しょう。
 　年末は一年を振り返るニュース番組を多く
見かけました。まずは、ラグビーワールドカッ
プ日本大会、こんなに盛り上がるとは思って
いませんでした。私もにわかファンですが、
激しい戦いとノーサイド後の称えあう姿が感
動的でした。激しい中でもルールを守り、一
人のスタープレーヤーでなく、各々が自分の
役割を果たし ONE TEAM で戦う流儀が日
本人の気質によく合っているようにも思いま
す。目標に向かってワンチームで、つまり「組
織が一丸となって」進んでいくことが、どん
な世界でも令和になっても必要とされている
ことを改めて感じました。
 今年はオリンピックの年、さてどんな感動
と熱くなる場面が待っているのでしょうか。
　昨年 10 月には、消費税が 10％になりまし
た。医療機関はほぼすべての収入を診療報酬
に頼っています。その中から①人件費②設備
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◎令和元年度 12 月定例理事会　　　
　日　時　令和元年 12 月 20 日〈金〉  
　　　　　午後 8 時〜 10 時
　場　所　浪速区医師会　会議室
  
協議事項
１．浪速区三師会（令和 2 年 2 月 29 日〈土〉

午後 6 時・リーガロイヤルホテル大阪）
の出席者について　　　　＜澤井会長＞
浪速区三師会の出席者（10名程度）を決めたい。

協議の結果、次の理事に決定した。
澤井会長、有田　徳田　久保田 各副
会長、川田　木田　中村　入野　福永　
藤吉　各理事   佐久間監事　合計 11 名。

２．今里休日急病診療所出務医師割当について
＜原田理事＞

資料のとおり、割当を作成した。

協議の結果、了承。

３．認知症等高齢者支援地域連携事業により
作成する医療機関連携ハンドブックにつ
いて　　　　　　　　　　 ＜橋村理事＞

　　例年どおり、作成したい。

協議の結果、了承。

４．予算委員会の日程について ＜木田理事＞
　　協議の結果、2 月 12 日〈水〉午後 8 時～

本会に決定した。　

５．税務講習会の日程について＜木田理事＞　　　　　　　　　　　　　 
協議の結果、2 月 5 日〈水〉 午後 2 時～本
会に決定した。

　さらに 2040 年問題というのもあります。
これまで、団塊の世代が 75 歳以上となる
2025 年が問題とされ、医師会も地域包括ケア
システムの構築に取り組んできました。ただ
その後も高齢者人口は増え続け、2040 年頃最
高となり、一方生産年齢人口は減少し続ける
ため、2040 年には現役世代 1.5 人で一人の高
齢者を支えることになるそうです。人生 100
年時代に、私達は自分のためだけでなく次世
代のためにも、できるだけ長く、健康で社会
的に自立した人生を歩みたいものです。
 　スウェーデンの 16 歳の環境活動家グレタ
さんの言葉です。「30 年以上にわたり科学が
示してきたことを貴方達は目を背けてきた、
若い世代の私たちは、その結果とともに生き
ねばなりません。」　
　年の始めに課題の多い話にはなりました
が、私達は課題に目を背けることなく、その
結果とともに生きていく次世代へ、より良い
日本の国を引き継いでまいりたいと思いま
す。
　最後に、この年末年始も出務頂いた休日救
急の当番診療をはじめ、学校医、産業医、予
防接種や検診事業等、医師会事業は、皆さま
のご協力がなければ成り立ちません。今後と
もご協力とご支援をどうぞよろしくお願いい
たします。
  末筆ながら会員の皆様にとって本年も良い
お年になりますよう祈念いたしまして、新年
のご挨拶とさせていただきます。
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　　（11 月 24 日〈日〉）　　　　 ＜澤井会長＞
次第は次のとおり。△

開会△

挨拶△

講演　「日本医師会の医療政策」　
　　　　日本医師会会長　横倉義武先生
　　　　「日本の医療政策」　
　　　　厚生労働省　政策参与
　　　　　　　　　　　　武田俊彦先生
　　　　　　　　　　　　　（詳細　略）

４．浪速区社会福祉協議会第 3 回理事会について
　　（12 月 11 日〈水〉）　　　　 ＜澤井会長＞

次第は次のとおり。△

会長あいさつ△

議長の選出について△

議事録署名人について△

議案
　第 1 号議案　
　令和元年度（中間）事業報告（案）について
　第 2 号議案　
　理事候補者の推薦について
　第 3 号議案　
　評議員候補者の推薦について
　第 4 号議案　
　第 2 回評議員の開催（案）について
　第 5 号議案　
　評議員選任・解任委員会の開催（案）につ

いて
　第 6 号議案
　諸規定の改正（案）について△

その他報告事項　　　　　（詳細　略）

５．台風被害による被災医療機関等に対する
支援金について 　　　　　＜澤井会長＞
台風 19 号及び 21 号により被災した医療
機関及び地元医師会を支援するための支
援金の協力を呼び掛けたところ、会員よ
り多くの協力を頂いた。　　（詳細　略）

６．学校医総合講習会（総論・内科）について
　　（12 月 7 日〈土〉）　　　　＜有田副会長＞

講習内容は次のとおり。

６．その他
　　なし。　　　　　
　  
報告事項
１．郡市区等医師会長協議会について
　　（12 月 20 日〈金〉）　　　 　＜澤井会長＞
　　次第は次のとおり。△

開会△

会長挨拶△

連絡事項
（1）自動車運転代行業における精神機能障

害の診断書の件
（2）大阪市保健所における取扱医療機関一

覧（風しん抗体検査事業用）にかかる
法人情報漏えいの件

（3）外国人患者受入れに関する調査項目
（令和元年度大阪府医療機関情報シス
テム調査において）に関する件

（4）結核に係る定期健康診断の実施及び報
告書提出の件

（5）後期高齢者医療制度の健診用質問票変
更の件

（6）日医ｅラーニングにおける専門医共通
講習実施の件

（7）１月度行事・会合日程の件
（8）その他△

協議　 　 △
閉会　　　　　　　　　　（詳細　略）

２．大阪市医師会連合会委員会について
　　（12 月 16 日〈月〉）　　　　 ＜澤井会長＞
　　次第は次のとおり。　　△

連絡事項
（1）令和元年度大阪市各種がん検診事業評

価調査の件
（2）その他△

報告事項
（1）第 2 回大阪市病院連絡会（北部医療圏

および南部医療圏）報告の件
（2）その他　　　　　　　 　（詳細　略）

３．全国医師会・医師連盟医療政策研究大会に
ついて
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（3）浪速区高齢者虐待事例について
（4）その他　　 　　　　　　（詳細　略）　

10．自立支援型ケアマネジメント検討会議について
　　（12 月 10 日〈火〉）　　　 　＜橋村理事＞
　　次第は次のとおり。△

検討会議の趣旨について△

守秘義務について△

出席者の自己紹介△

検討事例△
まとめ　　　　　　　　　（詳細　略）

11．第 44 回大阪府医師会社会保険指導者講
習会について

　　（12 月 13 日〈金〉）　 　　　＜橋村理事＞
　　次第は次のとおり。△

開会△

挨拶△

講演
（1）「呼吸器系難病の診断、治療と問題点：
　　特発性間質性肺炎、サルコイドーシス、

肺胞蛋白症、リンパ脈管筋腫症」
（2）「厚生労働省関係伝達」  　（詳細　略）

12．学術講演会について
　　（11 月 16 日〈土〉）　 　　　＜富永理事＞
　　講演内容は次のとおり。

演題　過活動膀胱（OAB）診断と治療
講師　大阪中央病院　副院長 / 泌尿器科
　　　部長　関井　謙一郎　先生
出席者数　15 名
共催　杏林製薬株式会社
情報提供　過活動膀胱治療剤　ベオーバ
　　　　　　　　　　　　　（詳細　略）

13．第 41 回 FaceToFace の会世話人会議に
ついて

　　（11 月 30 日〈土〉）　 　　　＜木田理事＞
　　次第は次のとおり。△

議　題△

世話人会議事録報告△

第 40 回「Face to Face の会」報告△

第 41回「Face to Face の会」について

△

学校保健総論　学校医の職務について△

内科各論　　　内科検診の実際
参加人数は、会員 7 名、他地区医師会員
1 名の合計 8 名であった。 　（詳細　略）　　　　　　

７．医療情報委員会について
　　（11 月 28 日〈木〉）　　 ＜久保田副会長＞
　　次第は次のとおり。△

開会△

報告事項
（1）大阪における日本医師会医師資格証発

行率推移について△

協議事項
（1）第 32 回医療情報に関する講演会開催

について
（2）諮問事項について
　　「医療における ICT 化施策への（医師

会・医療機関の）対応について△

その他△

今後の日程 　  　　　　　（詳細　略）

８．第 2 回病院連絡会について
　　（12 月 16 日〈月〉）　 　＜久保田副会長＞
　　次第は次のとおり。△

開会△

第 1 部　全体説明△

第 2 部　病院間協議
（1）各病院からの説明
（2）病院説明に対する質疑・応答、将来あ

るべき医療機能・病床機能に対する意
見交換△

第 3 部　全体協議△

閉会　　　　　　　　　　（詳細　略）

９．浪速区障がい者・高齢者虐待防止連絡会
議について

　　（12 月 6 日〈金〉）　　　　　＜橋村理事＞
　　次第は次のとおり。△

開会△

議事
（1）大阪市（浪速区）における障がい者虐

待の状況について
（2）大阪市（浪速区）における高齢者虐待

の状況について



2月度学術講演会の
　　　　　　お知らせ

　2 月の浪速区医師会講演会の内容は下記の
とおりです。
　多数の先生方の参加をお待ちいたします。

　日時：令和 2 年 2 月 15 日〈土〉
　　　　午後 2 時〜 4 時
　場所：一般社団法人浪速区医師会　会議室
　演題：  「造血幹細胞移植と地域連携」
　講師：大阪市立大学大学院医学研究科 
　　　　　血液腫瘍制御学教授  
　　　　　　　　　　　　　日野雅之先生

　本勉強会は、大阪府医師会生涯研修システ
ムの対象となっておりますので、生涯教育チ
ケットの持参をお願いいたします。
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△

その他
（1）患者総合支援センター地域医療連絡室

他　業務直営化について
（2）登録医のご案内・ご紹介について
（3）外国人受け入れ機関の情報提供について
（4）デジタルサイネージの設置について　
　　　　　　　　　　　　　（詳細　略）

14．浪速納税協会支部長会議について
　　（12 月 10 日〈火〉）　 　　　＜木田理事＞
　　次第は次のとおり。△

令和元年分　所得税確定申告関係について△

その他当面の諸問題について
　　　　　　　　　　　　　（詳細　略）

15．病診連携委員会について
　　（11 月 25 日〈月〉）　　　 　＜入野理事＞
　　

△

議題
（1）第 92 回病診連携委員会報告について
（2）ブルーカードのクラウドでの閲覧に

ついて
（3）各病院の現状と紹介
（4）ブルーカード登録数について
（5）その他　　　　　　　　（詳細　略）

16．医療問題研究委員会について
　　（12 月 11 日〈水〉）　 　　　＜福永理事＞
　　次のテーマで意見交換をおこなった。△

開会△

委員プレゼンテーション
講　演：Ｂチーム
テーマ：人生の最終段階における医療、
  　　　 ACP

（1）人生の最終段階における医療・ケアの
決定プロセスに関するガイドライン

（2）ACP について
（3）質疑応答△

今後の予定△

閉会　　　　　　　　　　（詳細　略）

15．その他
　

　  

なし。

次回理事会　
　　令和 2 年 1 月 24 日〈金〉　午後 8 時
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令和元年　
浪速区医師会　レクリエーション

秋の淡路島・鳴門海峡満喫の１日旅行

担当理事　川田信哉
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　新年あけましておめでとうございます。本
年もよろしくお願いいたします。
12 月の相談件数は 2 件でした。在宅医に関す
ることと、介護に関する相談でした。
　2 月 12 日（水）にヘルパー・ケアマネジャー
向けに「在宅医療における介護者の役割」の
勉強会を浪速区医師会館にておこないます。
　2 月 22 日（土）に第 2 回大阪市在宅医療介
護連携相談支援室の活動報告会が、阿倍野区
民センターであります。浪速区の活動報告を
してきます。
また、在宅医療、介護において何か困ったこ
とや問い合わせ等ありましたらご連絡くださ
い。よろしくお願いします。

　

相談受理実績
■ 個別ケースに関する相談（R1. 12 月度）

① 医科 0 件

② 歯科 0 件

③ 薬局・薬剤師 0 件

④ 病院　地域連携相談室 1 件

⑤ 訪問看護 0 件

⑥ 介護支援専門員 1 件

⑦ 地域包括支援センター 0 件

⑧ ⑥⑦以外の介護関係事業所 0 件

⑨ 認知症初期集中支援チーム 0 件

⑩ 他区在宅医療・介護連携支援室 0 件

⑪ 区役所・保健福祉センター 0 件

⑫ 区民 0 件

⑬ その他（ 　　　 ） 0 件

合　　計 2 件

■ 相談内訳（重複有）

 

①
　
医
　
療　

① 診療所・医師に関して 1 件

② 訪問診療できる医療機関に関して 1 件

③ 病院（入院・転院先等）に関して 0 件

④ 歯科に関して 0 件

⑤ 薬局・薬剤師に関して 0 件

⑥ 訪問看護に関して 0 件

⑦ 医療の手続きに関して 0 件

⑧ その他 0 件

②
　
介
　
護

① ケアマネに関して 0 件

② 地域包括支援センターに関して 0 件

③ 介護事業所等に関して 0 件

④ 介護の手続きに関して 1 件

⑤ その他　 0 件

③ 退院支援に関して 0 件

④ 看取りに関して 0 件

⑤ その他（内容：　　　　） 0 件

合　　計 3 件

＜お問合せ＞　浪速区在宅医療・介護連携相談支援室

〒 556-0022 大阪市浪速区桜川 4-11-16 アリタビル 50B

 TEL:070-1760-4964　　FAX:06-6567-8058

●　　　浪速区在宅医療・介護連携相談支援室　からのお知らせ
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　令和 2 年 2 月の各業務の出務予定は次のと
おりです。ご協力のほどよろしくお願いいた
します。

　●保健福祉センター�
　　2 月 27 日〈木〉午後 1 時 40 分〜 3 時 30 分
　　　　小児科　橋村　夏野子
　　　　眼　科　吉野　成泰
　　　　耳鼻科　大野　聡史

●保健福祉センター�
　　2 月 6 日〈木〉　午後 2 時〜 3 時 30 分
　　　　　橋村　夏野子

　●保健福祉センター�
　　2 月 20 日〈木〉　午後 2 時〜 3 時 30 分
　　　　　有田　繁広・橋村　夏野子

　●中央急病診療所
　　2 月 15 日〈土〉深夜 22：00 〜 30：00
　　　　　藤吉　理夫
　●今里休日急病診療所
　　2 月 23 日〈日〉10：00 〜 17：00
　　　　　久保田　泰弘・橋村　直隆

浪速区医師会
活動の伝言板



◆新年あけましておめでとうございます。
年末年始は良い天気が続き穏やかなお正月で
した。また、12 月 29 日から 1 月 5 日まで休
むと 8 連休でした。皆様旅行に出かけられた
り、あるいは家でのんびり過ごされましたで
しょうか。
◆巻頭言で澤井会長が挙げられた昨年の話
題です。• ラグビーワールドカップ、One 
team ！私自身もサモア戦を観戦した事もあ
り一番印象深く、医療・介護も One team で
いかないとと思います。• 診療報酬改定率が
0.55% と発表されました。どのような配分に
なるのか、保険から外される薬剤があるのか
気になります。• キャッシュレス　最近タク
シーを探すアプリがありますが、支払いもア
プリ内でできるので非常に便利です。コンビ
ニでは ICOCA で支払うので、患者さんにとっ
ても医療機関がキャッシュレスになる方が便
利でしょうね。• 医師の働き方改革　まず自
分自身の働き方改革を考えねば。• 2040 年問
題　高齢者人口がピーク、自分も生きてたら
83 歳　真っ只中です。色々課題はありますが
澤井会長が書かれているように次世代へより
良い日本の国を引き継いでまいりましょう。
◆お正月に大国神社の前を通ったところ大勢
の参拝者がいて、神社の周囲を回って行列が
できていました。大国さんとねずみには繋が
りがあって、子年には特に参拝者が増えるの
だそうです。以下、ネットから引用です。
　大国主が、因幡で白兎を助けた後のお話。
大国主は、須佐之男の娘、須勢理姫（すせり
ひめ）との結婚条件に３つの難題を須佐之男
から課された。
一つ目は、蛇の室（むろや）から脱出すること。
二つ目は、ムカデと蜂の室から脱出すること。
三つ目は、射ると音の出る鳴鏑（なりかぶら）
の矢を取ってくること。二つは無事にクリア。

  【区医だより】
　発行者　澤井貞子
　編集者　中村泰久　藤吉理夫　　　　 
　印刷所　株式会社　サ　ビ 

あとがき

藤吉 理夫

三つ目、須佐之男は草原に矢を射る。大国主
がその矢を取りに行った後大国主を囲むよう
に草原に火をつけた。逃げ場を失いなすすべ
がなくなった時、白ねずみが出てきて地面下
の穴を教えた。そこへ逃げ込んで命拾いをし
た大国主。白ねずみは探していた鳴鏑の矢も
持ってきてくれた。穴から出た大国主は、矢
を携えて須佐之男に渡し、めでたく須勢理姫
と結婚した。
　氏神さまですので私もお詣りしてきまし
た。
◆皆さまお気づきでしょうか。この号からカ
ラーになっています。イラスト、写真がカラー
になって豪華になりました。益々楽しみな区
医便りになりますね。
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